
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月26日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 蝶理株式会社 上場取引所 東 大 
コード番号 8014 URL http://www.chori.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 山﨑 修二
問合せ先責任者 （役職名） 人事総務部長 （氏名） 白神 聡 TEL 06-6228-5014
四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日 配当支払開始予定日　　　　―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 162,306 16.2 3,743 △2.9 3,837 △0.9 4,514 77.5
22年3月期第3四半期 139,727 △23.4 3,855 △26.6 3,872 △28.4 2,543 △7.5

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 18.94 17.94
22年3月期第3四半期 11.07 10.47

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 62,199 25,016 39.9 99.26
22年3月期 57,103 21,590 37.5 84.74

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  24,837百万円 22年3月期  21,409百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）については、「種類株式の配当
の状況」をご覧下さい。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想） 2.00 2.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 212,000 10.9 5,100 8.7 5,000 5.8 5,250 79.9 21.90



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧下さい。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 238,691,442株 22年3月期  238,691,442株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  313,569株 22年3月期  287,047株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 238,396,467株 22年3月期3Q 229,686,440株



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る年間配当金の内訳は以下のとおりです。

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

―　 ―　 ―　 13.85 13.85

―　 ―　 ―　 12.60 12.60

―　 ―　 ―　

―　 ―　 ―　

12.91 12.91

11.66 11.66

第三回優先株式

第四回優先株式

第三回優先株式

第四回優先株式

23年3月期(予想）

23年3月期

第三回優先株式

第四回優先株式

年間配当金

22年3月期
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1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間の概況

(1) 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、成長軌道にある新興国向け輸出の増加等を
背景に企業収益は緩やかな回復基調にありましたが、期間後半の円高の進行やエコカー補助金等の
景気刺激策の段階的終了などの影響を受け、景気の先行き不透明感は払拭されないまま推移してま
いりました。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比１６．２％増の１，６２
３億６百万円となりました。

利益面につきましては、営業利益は前年同期比２．９％減の３７億４３百万円、経常利益は前年
同期比０．９％減の３８億３７百万円となりましたが、連結子会社の解散決議に伴う繰延税金資産
の計上等により、四半期純利益は前年同期比７７．５％増の４５億１４百万円となりました。

(2)セグメント別の状況

セグメントの業績(注)は以下のとおりです。

(注)第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計 
   基準第17号 平成21年３月27日)を適用しております。対前年同期比増減率は、同基準 
   に準拠し算出したものを参考として記載しております。

（繊維事業）
売上高は前年同期比０．８％増の７６７億８３百万円となりましたが、中国での生産コスト増加

の影響もあり、営業利益は前年同期比２３．２％減の１７億１２百万円となりました。

（化学品事業）
基盤とする中国事業の回復等により、売上高は前年同期比１５．９％増の４９４億４３百万円と

なり、営業利益は前年同期比２３．０％増の１７億１９百万円となりました。

（機械事業）
車輌関連事業の主たる事業地域である中南米の景気回復基調の影響等により、売上高は前年同期

比７４．０％増の３５３億３３百万円となり、営業利益は前年同期比４３．３％増の２億１５百万
円となりました。

（その他）
売上高は前年同期比２７．１％増の７億４５百万円となり、営業利益は前年同期比２０．３％増

の９５百万円となりました。

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産
当第３四半期連結会計期間末の総資産は、６２１億９９百万円となり、前連結会計年度末に比べ

５０億９６百万円増加しました。主な内訳は、受取手形及び売掛金が２７億５９百万円増加、商品
及び製品が２８億９２百万円増加、関係会社預け金が１０億円減少したことによるものです。

(2)負債
当第３四半期連結会計期間末の負債は、３７１億８２百万円となり、前連結会計年度末に比べ１

６億６９百万円増加しました。主な内訳は、支払手形及び買掛金が３２億４５百万円増加、法人税
等の支払いにより未払法人税等が７億９６百万円減少したことによるものです。

(3)純資産
当第３四半期連結会計期間末の純資産は、２５０億１６百万円となり、前連結会計年度末に比べ

３４億２６百万円増加しました。主な内訳は、四半期純利益の計上により４５億１４百万円増加、
配当金の支払いにより５億８百万円減少、円高の影響等により評価・換算差額等が５億７２百万円
減少したことによるものです。
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報

今後のわが国経済は、景気の先行きは依然として不透明であり、当社及びグループ企業を取り巻く
事業環境も引き続き厳しい状況であることが予想されますが、現時点では平成22年10月19日に公表い
たしました業績予想と変更はありません。
なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

該当事項はありません。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(1) 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３
月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24
号 平成20年３月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 
 なお、当該変更に伴う損益に与える影響はありません。

(2) 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成
20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21
号 平成20年３月31日）を適用しております。 
 なお、当該変更に伴う損益に与える影響はありません。

(3) 子会社からの事業譲渡等が第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、「企業結合に関す
る会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」
（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」
（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準
第7号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12
月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計
基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,350 7,160

関係会社預け金 3,000 4,000

受取手形及び売掛金 32,395 29,636

商品及び製品 9,475 6,583

仕掛品 33 97

原材料及び貯蔵品 20 43

未着商品 58 271

繰延税金資産 995 349

その他 3,468 2,739

貸倒引当金 △355 △381

流動資産合計 55,441 50,499

固定資産

有形固定資産 478 510

無形固定資産 92 97

投資その他の資産 6,187 5,995

固定資産合計 6,758 6,603

資産合計 62,199 57,103

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 31,676 28,431

短期借入金 367 378

未払法人税等 122 918

賞与引当金 306 555

返品調整引当金 1 1

関係会社整理損失引当金 42 42

その他 3,144 3,673

流動負債合計 35,661 34,000

固定負債

繰延税金負債 3 0

退職給付引当金 1,159 1,098

役員退職慰労引当金 105 114

負ののれん 251 299

固定負債合計 1,520 1,512

負債合計 37,182 35,513
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,800 6,800

資本剰余金 1,700 1,700

利益剰余金 18,517 14,514

自己株式 △42 △40

株主資本合計 26,974 22,974

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △330 △287

繰延ヘッジ損益 △29 89

為替換算調整勘定 △1,777 △1,367

評価・換算差額等合計 △2,137 △1,565

少数株主持分 179 180

純資産合計 25,016 21,590

負債純資産合計 62,199 57,103
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 139,727 162,306

売上原価 125,957 148,358

売上総利益 13,769 13,947

販売費及び一般管理費 9,914 10,204

営業利益 3,855 3,743

営業外収益

受取利息 78 74

受取配当金 67 90

持分法による投資利益 － 9

負ののれん償却額 － 47

債務勘定整理益 164 108

雑収入 68 112

営業外収益合計 378 443

営業外費用

支払利息 76 70

手形売却損 93 64

持分法による投資損失 26 －

為替差損 63 65

雑支出 102 147

営業外費用合計 361 348

経常利益 3,872 3,837

特別利益

貸倒引当金戻入額 274 49

投資有価証券売却益 0 17

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 275 69

特別損失

投資有価証券評価損 1 73

関係会社株式売却損 － 33

ゴルフ会員権評価損 3 11

固定資産処分損 10 8

投資有価証券売却損 3 －

特別損失合計 19 126

税金等調整前四半期純利益 4,129 3,780

法人税、住民税及び事業税 451 185

法人税等調整額 1,101 △927

法人税等合計 1,553 △742

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,522

少数株主利益 32 7

四半期純利益 2,543 4,514
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,129 3,780

減価償却費 171 139

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11 61

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △348 △95

受取利息及び受取配当金 △146 △165

支払利息 76 70

為替差損益（△は益） 1 207

持分法による投資損益（△は益） 26 △9

投資有価証券売却損益（△は益） 3 △17

投資有価証券評価損益（△は益） 1 73

関係会社株式売却損益（△は益） － 33

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） △2 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,028 △3,043

たな卸資産の増減額（△は増加） 899 △2,661

仕入債務の増減額（△は減少） 196 3,475

未収消費税等の増減額（△は増加） △338 △395

その他の資産の増減額（△は増加） △1,241 8

その他の負債の増減額（△は減少） 227 △576

その他 △221 △460

小計 △610 415

利息及び配当金の受取額 170 163

利息の支払額 △71 △79

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △152 △1,396

営業活動によるキャッシュ・フロー △663 △897

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △106 △65

有形固定資産の売却による収入 10 3

無形固定資産の取得による支出 △30 △26

子会社株式の取得による支出 △26 －

投資有価証券の取得による支出 － △112

投資有価証券の売却による収入 － 30

貸付けによる支出 △19 △12

貸付金の回収による収入 140 13

その他 △15 △39

投資活動によるキャッシュ・フロー △48 △209

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △546 △10

自己株式の取得による支出 △3 △2

配当金の支払額 △508 △505

その他 △3 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,060 △526

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △193

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,774 △1,826

現金及び現金同等物の期首残高 9,097 11,103

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 4

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,322 9,282
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  当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

   該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 事業区分は商品の種類、性質の類似性等により区分しております。 

２ 事業区分の主な取扱商品 

繊維事業  ：化・合繊、その他の天然繊維等の綿及び原糸並びに化・合繊、絹その他の天然繊維等の織

物、編物及び製品並びに産業資材 

化学品事業 ：有機化学品、無機化学品、精密化学品、医薬原料、食品・飼料添加剤及び天鉱産品 

機械事業  ：車輌、機械及び関連資材 

その他の事業：情報・通信機器、不動産及び各種役務提供 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 アジア：中国、タイ 

 その他：米州 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

繊維事業 
(百万円)

化学品事業
(百万円)

機械事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

76,182 42,649 20,309 586 139,727 ― 139,727

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 875 875 (875) ―

計 76,182 42,649 20,309 1,461 140,602 (875) 139,727

営業利益 2,228 1,397 150 79 3,855 ― 3,855

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

129,138 9,353 1,234 139,727 ― 139,727

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,672 2,372 82 6,127 (6,127) ―

計 132,811 11,726 1,317 145,854 (6,127) 139,727

営業利益 
又は営業損失(△)

3,517 325 △13 3,829 26 3,855
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前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 アジア：中国 

 中南米：チリ 

 その他：中東 

３ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１.報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は事業の種類別に部門を配置し、各部門は事業の種類別に国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業展開しております。 

 従って、当社は部門を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「繊維事業」、

「化学品事業」及び「機械事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「繊維事業」は主に化・合繊、その他の天然繊維等の綿及び原糸並びに化・合繊、絹その他の天然

繊維等の織物、編物及び製品並びに産業資材、「化学品事業」は主に有機化学品、無機化学品、精密

化学品、医薬原料、食品・飼料添加剤及び天鉱産品、「機械事業」は主に車輌、機械及び関連資材を

取り扱っております。 

  

【海外売上高】

アジア 中南米 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 39,171 18,042 3,801 61,015

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 139,727

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

28.1 12.9 2.7 43.7

【セグメント情報】
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２.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報・通信機器、不動産の取扱及

び各種役務提供等を含んでおります。 

２ 報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益

と一致しております。 

  

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

  当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

   該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

 売上高

外部顧客への売上高 76,783 49,443 35,333 161,561 745 162,306 ― 162,306

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― 561 561 (561) ―

計 76,783 49,443 35,333 161,561 1,306 162,867 (561) 162,306

 セグメント利益 1,712 1,719 215 3,648 95 3,743 ― 3,743

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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